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Arcserve 製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve 製品は以下のとおりです。

Arcserve® Backup

Arcserve® Unified Data Protection

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Windows

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Linux

Arcserve® Replicationおよび High Availability



Arcserve サポートへの問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserve のサポート：

Arcserve サポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品関

連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけることが

できます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティに参加して、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの会話を行うことができま

す。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセス

できます。

http://www.arcserve.com/support


Arcserve Backup マニュアル

Arcserve Backupドキュメントには、すべてのメジャーリリースおよびサービスパックに

ついての特定のガイドとリリースノートが含まれています。ドキュメントにアクセスす

るには、以下のリンクをクリックします。

Arcserve Backup 19.0 リリースノート

Arcserve Backup 19.0マニュアル選択メニュー

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/Available/19.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/Relnotes/Default.htm
http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/Available/19.0/JPN/Bookshelf.html
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第1章 : VSSサポートの紹介

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

概要 10

Arcserve Backupによる VSSサポートのアーカイブ方法 11

VSS 5の仕組み 12

エージェントの動作 22

フルコピー方式 24

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shot の機能 25

転送可能なシャドウコピーの作成方法 26

第1章: VSSサポートの紹介 9



概要

概要

Arcserve Backupは、アプリケーション、データベース、分散サーバ、およびファイルシ

ステム向けの包括的かつ分散的なストレージ ソリューションです。データベース、ビ

ジネスクリティカルなアプリケーション、およびネットワーククライアントにバックアップ

機能およびリストア機能を提供します。

Arcserve Backupが提供するバックアップエージェントに、Arcserve Backup Agent for
Microsoft Exchange があります。

Windowsクライアント オペレーティングシステムおよびサーバオペレーティングシステ

ムで提供されるボリュームシャドウコピーサービス ( VSS) 機能を使用します。

Arcserve Backupでは、VSS Point-in-Time バックアップ機能を使用してオープンファ

イルをバックアップします。VSS対応のアプリケーションおよび大規模データベースで

も、バックアップ処理中にトランザクションの整合性を確保しながらバックアップを行

えます。
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Arcserve Backupによる VSSサポートのアーカイブ方法

Arcserve Backup による VSSサポートのアーカイブ方法

Arcserve Backupでは、VSSのバックアップおよびリストアを以下のソリューションでサ

ポートしています。

Arcserve Backup Agent for Open Files -- VSS対応のアプリケーションと連動し

て、Windowsクライアント オペレーティングシステムおよびサーバオペレーティン

グシステム上のファイルおよびデータセットのPoint-in-Time バックアップおよびリ

ストアを提供します。変更は元の情報に対して行われるので、変更内容の

みをバックアップするための中間シャドウコピーが作成されます。Agent for
Open Files ( エージェント ) は、この機能をサポートするデバイス上に、ソフトウェ

アベースのシャドウコピーおよびハードウェアベースのシャドウコピーを作成しま

す。ただし、これらのハードウェアベースのシャドウコピーは転送できません。

Arcserve Backup Agent for Open Filesを使用すると、オープンファイルのバック

アップおよび VSSベースのバックアップができます。

注：Arcserve Backup Client Agent for Windowsは、VSSベースのバックアップを

実行するシステムにインストールする必要があります。

Arcserve Backup Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shot -- ディスク

アレイ装置の特定メーカーが提供するエージェントおよび VSSインターフェース

と連動して、転送可能なハードウェアベースのシャドウコピーを作成します。

転送可能なシャドウコピーを作成すると、同じシステム内の他のサーバにシャ

ドウコピーをインポートできるため、クリティカルなアプリケーションやファイルをバッ

クアップおよびリストアする場合の柔軟性が高くなります。その後、転送した

シャドウコピーボリュームを追加テープバックアップやデータマイニング、ソフト

ウェア開発のテストなどの他の用途に使用できます。

リモート バックアップおよびリストアに使用する場合、これらのソリューションはどちら

も、ワークステーションとArcserve Backupサーバ間の通信に Arcserve Backup
Client Agent for Windowsを使用します。
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VSS 5の仕組み

VSS 5の仕組み

Microsoftボリュームシャドウコピーサービス ( VSS) は、Windowsオペレーティングシ

ステムに組み込まれています。VSSは、Arcserve Backup、Agent for Open Files、
Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shot、および VSS対応アプリケーションと

サービスと共に機能し、単一または複数のボリュームのシャドウコピーを作成しま

す。

シャドウコピーは、ボリュームのファイルシステムのフリーズされた読み取り専用のコ

ピーで、コピー元のボリュームとは別のボリュームに置かれることがあります。シャドウ

コピーボリュームは元のデータと同じサーバにあってもかまいませんが、その場合も

別の共有ポイントかマウント ポイント、またはネットワークに接続された別のボリュー

ムに置かれます。

ボリュームのシャドウコピーはある時点で作成され、ボリュームセット全体で同期

化されます。不整合を回避するため、個々のファイルのシャドウコピーを取ること

はできません。

シャドウコピーボリュームが作成される場所に関係なく、Arcserve Backupではバッ

クアップのソースとしてシャドウコピーが使用されます。別のディスクやテープデバイ

スにシャドウコピーボリュームをバックアップ( マイグレート ) することもできます。

シャドウコピー方式を使用したバックアップの実行には、従来のバックアップ方式に

はない利点が 2つあります。

オープンファイルもバックアップされます。

シャドウコピーを作成するときに開いていたファイルは、シャドウボリューム上で

は閉じられているファイルとして表示されます。シャドウコピーのデータをバック

アップすると、オープンファイルもバックアップされます。

ワークフローが中断されません。

Arcserve Backupがバックアップするデータはシャドウボリューム上にあるため、

バックアップデータの整合性に影響を与えずに元のボリューム上で継続して作

業できます。

従来のバックアップ操作では、オープンファイルはスキップされてバックアップには含

まれません。より高品質のバックアップを得るため、管理者はバックアップのための

時間を確保して、バックアップされるアプリケーションをユーザが使用できなくしてい

ました。アプリケーションが使用できなくなると作業が続行できなくなるため、ユーザ

はバックアップが終了するまで待ってから作業をする必要がありました。

VSSバックアップに含まれているアプリケーションが VSSに対応していない場合、アプ

リケーションのすべてのデータ( オープンファイルを含む) はシャドウコピーに書き込ま

れます。しかし、アプリケーションはバックアップの開始前にファイルを準備できない

ため、データに不整合があったり、トランザクションが不完全な場合があります。

12 Microsoft Volume Shadow Copy Service ユーザガイド



VSS 5の仕組み

ボリュームのシャドウコピーには、たとえクラッシュ整合状態であっても、すべてのファ

イルが含まれます。シャドウコピーなしで作成されたバックアップセットには、バック

アップ時に開いていたファイルは含まれません。これらのファイルは、バックアップから

除外されます。
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VSS 5の仕組み

サービス機能

VSSバックアップを正常に行うには、以下の構成要素が VSSと共に機能して、バッ

クアップの準備および実行を行う必要があります。

リクエスタ

プロバイダ

ライタ

コンポーネント
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VSS 5の仕組み

リクエスタ

リクエスタは、以下のタスクを行うソフトウェア( 通常はバックアップアプリケーション)
です。

VSSバックアップのリクエスト

バックアップ対象として選択されているファイル、これらのファイルのバックアップに

使用する方法など、ライタからのバックアップ指示を処理します。

シャドウコピーデータのメディアへのバックアップ

シャドウコピーデータのディスクからの削除によるバックアップの完了の通知

Arcserve Backupは、VSSバックアップのリクエスタとして機能するように設計されてい

ます。
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VSS 5の仕組み

ライタおよびコンポーネント

シャドウコピーテクノロジの基本となるのが、ライタとそのコンポーネントです。

ライタ

VSSと共に機能するアプリケーションまたはサービスの一部であり、シャドウコ

ピーバックアップの実行が要求されると、アプリケーションのデータを整合性のと

れた状態にします。

コンポーネント

バックアップの対象となるファイルまたはフォルダのグループで、ライタの制御下で

アプリケーションまたはサービスによって管理されます。

アプリケーションまたはサービスがフリーズしている間、ライタは元のボリュームへの書

き込みを保留にし、シャドウコピーの作成中に、バックアップ対象のファイル( コン
ポーネント ) が整合性のとれた状態を保つようにします。この間書き込みは保留

になりますが、選択したファイルで作業を行っているユーザに対しては、この処理

は透過的です。
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VSS 5の仕組み

ライタ

ライタは VSS対応のアプリケーションまたはサービスの一部で、以下のように VSS
バックアップに関わっています。

VSSと共に機能して、アプリケーションまたはサービスのデータをフリーズさせま

す。

シャドウコピーを作成する間、元のボリュームへの書き込みを保留にします。

VSSおよびリクエスタへのバックアップ( およびリストア) に含まれるコンポーネントの

リストを作成します。

シャドウコピーの作成に使用するデータ内部の整合性を保つため、VSSはバック

アップに含まれるファイルを制御するアプリケーションまたはサービスにフリーズするよ

う通知します。アプリケーションまたはサービスがフリーズすると、その制御下にある

ファイルは整合性のとれた状態になります。ライタは、アプリケーションまたはサービ

スのファイルが整合性のとれた状態になったことを VSSに伝えます。

シャドウコピーを作成している間にこの状態が変更されないように、ライタはアプリ

ケーションまたはサービスによるシャドウコピーのソースボリュームへの変更を保留に

します。アプリケーション( またはライタ) によって、シャドウコピーを作成した時点の

データの整合性が確保されます。元のボリュームで通常どおりの作業を続行でき

ますが、シャドウコピーの作成が完了するまでは、データへの変更は行われませ

ん。

ライタには、コンポーネントのリストをライタのメタデータ ドキュメント形式で VSSやリク

エスタに提供するという役割もあります。ライタのメタデータ ドキュメントは、ライタに

よって作成される XML ファイルで、リクエスタへの指示 ( バックアップするコンポーネン

ト、使用するバックアップおよびリストアの方式、バックアップから除外すべきファイル

のリストなど) が含まれています。
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VSS 5の仕組み

コンポーネント

コンポーネントは、ライタおよび VSSによってひとまとめに扱われるファイルのグループ

です。コンポーネントを構成するファイルは、相互に依存しているため、グループ化

されています。たとえば、データベースでは、各ファイルは、データベースの一部とし

て重要な機能を果たしますが、データベースの1 ファイルを単独で使用することは

無意味です。これらの必要なファイルすべてをコンポーネントにグループ化すること

で、アプリケーションおよびその関連ファイルを正常にバックアップするために必要と

なるすべてのデータがバックアップされ、後でリストアできるようになります。

各 VSSバックアップは最低 1つのライタで構成されている必要があり、各ライタは

最低 1つのコンポーネントで構成されている必要があります。個々のファイル自体

をバックアップすることはできません。ファイルをバックアップできるのは、そのファイルが

コンポーネントの一部である場合のみです。また、シャドウコピーを作成する際にコ

ンポーネントを構成するファイルのいずれかにアクセスできない場合、このコンポーネ

ントのバックアップは失敗します。
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VSS 5の仕組み

プロバイダ

プロバイダは、シャドウコピーバックアップに関わるボリュームの管理およびシャドウ

コピー自体の作成を行います。プロバイダは、オペレーティングシステムの一部 ( ソ
フトウェアベース) またはディスクアレイ上 ( ハードウェアベース) のシャドウコピー作

成機能と連携して機能します。

Windows Server 2003オペレーティングシステムには、シャドウコピーの作成時にコ

ピーオンライト方式を使用するビルトイン( システム) プロバイダが用意されていま

す。このプロバイダでは、Windows Server 2003システム上にあるすべてのNTFS、
FAT32または RAWボリュームのシャドウコピーを作成できます。システムプロバイダ

では、NTFS上にのみシャドウコピーを作成できます。サードパーティ製のプロバイダ

も使用可能です。

ハードウェアディスクアレイベンダは、VSSフレームワークと接続して機能する独自

のプロバイダを提供して、シャドウコピーの作成場所と方法を指示することができ

ます。

Agent for Open FilesはWindows Server 2003システムプロバイダと共に機能しま

すが、ハードウェアベースのプロバイダが使用可能である場合はそちらが代わりに

使用されます。Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotがインストールされ

ている場合は、ハードウェアベースのプロバイダが VSSと共に機能して、転送可能

なシャドウコピーを作成します。

プロバイダには以下の2種類があります。

ソフトウェアベースのプロバイダ

一般的にDLL や、ストレージを管理するフィルタとして実装されます。シャドウ

コピーはソフトウェアにより作成されます。この種類のプロバイダで作成される

シャドウコピーには、シャドウコピーを行う前の時点での元のボリュームの

ビュー、およびそれ以降に変更されたデータのみからなるシャドウコピーが含ま

れます。

ハードウェアベースのプロバイダ

ハードウェアレベルで実装され、ハードウェアコントローラやストレージ アダプタ

と共に機能します。シャドウコピーは、ストレージ機器、ホスト アダプタ、または

オペレーティングシステム外のRAID デバイスによって作成されます。ハードウェ

アベースのプロバイダによって作成されたシャドウコピーはボリューム全体のシャ

ドウコピー( フルコピー) であり、一般的には元のボリュームのミラービューで

す。また、転送可能なシャドウコピーを作成すると、同じシステム内の別の

サーバにインポートすることができます。
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VSS 5の仕組み

シャドウコピーの作成方式

ボリューム上のすべてのデータのフルコピー( クローン) を作成する方式と、変更さ

れたデータとファイルのみのコピーを作成する方式 ( コピーオンライト ) です。シャドウ

コピーの作成に使用する方式とシャドウコピーを作成する場所は、ボリュームに

関連付けられたプロバイダによって指定されます。

ハードウェアベースのプロバイダは、ディスクアレイハードウェアのベンダまたはス

トレージ仮想化プロバイダ( XIOtech、HDS、EMC、HPなど) によって提供され、

そのベンダやプロバイダのアレイでのみ機能します。

コピーオンライト方式を使用したソフトウェアベースのプロバイダは、ファイルシス

テムのシャドウコピーを簡単に作成できるよう、さまざまなベンダによって開発さ

れています。たとえば、Microsoft Exchange Server 2003などのアプリケーション

ではこの方式を使用して、高性能かつ低負荷なバックアップや複製を行って

います。

Agent for Open Filesは、Windows Server 2003に付属のシステムプロバイダを使

用します。このプロバイダは、コピーオンライト方式を使用して、シャドウコピーを作

成します。ハードウェアプロバイダがインストールされている場合、Agent for Open
Filesはそのプロバイダを使用してボリューム全体のフルシャドウコピーを作成しま

す。Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotとハードウェアのプロバイダがイン

ストールされている場合は、作成されたフルシャドウコピーも転送可能になりま

す。
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VSS 5の仕組み

コピーオンライト方式

コピーオンライト方式のシャドウコピーは、指定した時点のすべてのデータブロック

をマッピングしたものです。元のデータセットが変更されると、変更されたデータへの

ポインタによって元のデータが複製され、Point-In-Time リストアが可能になります。

このため、一般的にコピーオンライト方式のシャドウコピーが元のデータセットの

ディスク領域に占める割合は非常に小さくなります。

VSSはアプリケーションライタ、Agent for Open Files、および Arcserve Backupと連携

して、アプリケーションやそのファイルとファイルシステムのシャドウコピーを作成しま

す。

注 : コピーオンライト方式のシャドウコピーのデータブロックマップが特定のサーバ

上に作成される( およびそこから移動できない) ことがあります。

第1章: VSSサポートの紹介 21



エージェントの動作

エージェントの動作

Client for VSS Software Snap-Shotは VSSと連動して、ライタ、コンポーネント、およ

びファイルシステムをバックアップします。Client for VSS Software Snap-Shotは
Windows Server 2003のシステムプロバイダを使用します。このプロバイダはコピー

オンライト方式を使用してシャドウコピーを作成します。ハードウェアプロバイダが

インストールされている場合、クライアントはそのプロバイダを使用してボリューム全

体のフルシャドウコピーを作成します。

Arcserve Backupのバックアップマネージャとリストアマネージャを使用すると、ローカ

ルコンピュータでもリモート コンピュータでもライタを選択できます。リモート コン

ピュータでバックアップやリストアを実行する場合は、Client Agent for Windowsもイ

ンストールする必要があります。

Client for VSS Software Snap-Shotを使用すると、ローカルコンピュータでもリモート

コンピュータでもライタとコンポーネントをバックアップできます。ローカルでのVSSバッ

クアップでは、実稼動サーバにバックアップ元のデータが入っています。このサーバ

は、シャドウコピーデータを作成する場所としても使用されます。

リモートでのVSSバックアップでは、Client Agent for Windowsは元のボリュームでは

なくシャドウコピーからデータを読み取ります。
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エージェントの動作

詳細情報：

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotの機能

転送可能なシャドウコピーの作成方法
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フルコピー方式

フルコピー方式

ハードウェアベースのプロバイダは、フルコピー方式を使用して、データセットの

Point-In-Time シャドウコピーを別のディスクアレイ( または同じディスクアレイの別の

セクション) に作成します。このシャドウコピーは、リストア操作用のバックアップコ

ピーとして使用することも、別のディスクやテープデバイスに転送してより長期の保

管やアーカイブ用途のために使用することもできます。シャドウコピーは元のデータ

セットの完全なフルコピーなので、最初のシャドウコピーに必要なディスク領域は

元の使用領域の2倍、次のシャドウコピーに必要な領域はさらにその2倍にな

ります。
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Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shot の機能

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotの機

能

さまざまなディスクアレイを使用するエンタープライズ環境にある大規模なデータ

セットと共に使用するため、Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは
Agent for Open Filesおよびハードウェアベースのプロバイダと共に機能して、ボ

リューム全体の転送可能なシャドウコピーを作成します。このシャドウコピーは

LUN全体のミラーリングですが、データは LUNの特定のボリュームでリストア可能で

す。

転送可能なシャドウコピーは、別のサーバにインポートしてテープにバックアップす

ることができます。これにより、データベースをセカンダリ( バックアップ) サーバにバック

アップしている最中でも、実際の作業に使用するシステムを起動したままにするこ

とができます。以下のような用途のために、シャドウコピーボリューム上のデータを

別のサーバへマウントすることもできます。

システム障害の際のリストア元として使用

開発者によるアプリケーションのテストに使用

他の場所へ転送する場合にアーカイブやより長期保管のために使用

注： Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは惨事復旧をサポートしませ

ん。そのため、ハードウェアベースのプロバイダは惨事復旧中は機能しません。

転送可能なVSSバックアップの作成には、プロダクションサーバとバックアップサーバ

の2つのサーバが関係します。

実稼動サーバにはデータベースが含まれています。このサーバはディスクアレイ

内の元のボリュームに接続します。Client Agent for Windowsもインストールす

る必要があります。

バックアップサーバは、ディスクアレイ内のシャドウコピーボリュームおよびテープ

ライブラリに接続します。Arcserve Backupは、サーバにインストールされている

必要があります。

詳細情報：

エージェントの動作

転送可能なシャドウコピーの作成方法
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転送可能なシャドウコピーの作成方法

転送可能なシャドウコピーの作成方法

一般的に、実稼動サーバはディスクストレージでいずれかのレベルのフォールト ト

レランスを使用して、重要なデータを保護します。フォールト トレランスは、ディスク

のミラーリングや RAID ストライピングを行うことで得られます。転送可能なシャドウ

コピーを使用しても、フォールト トレランスのレベルには影響しません。実際の作業

で使用するデータは完全なフォールト トレランスを設定した LUNにそのまま残りま

すが、シャドウコピーは別の転送可能な LUNにクローニングされます。

注：点線は、Microsoft Exchange 2003 Server と転送可能なシャドウコピーボ

リューム上のクローニングされたデータの間の論理的な接続を表しています。

バックアップ処理中、Arcserve Backup( リクエスタ) はプロダクションサーバ上のVSSと
交信し、転送可能なシャドウコピーのプロセスの開始を通知します。VSSは、シャ

ドウコピーのデータを準備するようライタに指示します。

ライタがデータの準備を完了すると、VSSはプロバイダに、転送可能なシャドウコ

ピーを含むボリュームを実稼動サーバから分割し、そのボリュームをバックアップサー

バ上に表示するよう指示します。
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転送可能なシャドウコピーの作成方法

注：点線は、ここでは Arcserve Backupサーバと転送可能なシャドウコピーボ

リューム上のクローニングされたデータの間の論理的な接続を表しています。

Arcserve Backupしたがってでは、プロダクションサーバに影響を及ぼすことなくシャ

ドウコピーのバックアップを実行することができます。

バックアップが完了すると、プロバイダはバックアップサーバから転送可能なボリュー

ムを切断し、次のバックアップに備えてそのボリュームを実稼動サーバと再同期化

します。

詳細情報：

エージェントの動作

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotの機能
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第2章 : クライアントとオプションのインストール

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

クライアントとオプションのインストール方法 30

前提条件 31

システム要件 32

クライアントとオプションのインストール 33

VSSシャドウコピーの準備 34

第2章:クライアントとオプションのインストール 29



クライアントとオプションのインストール方法

クライアントとオプションのインストール方法

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは、Arcserve Backupクライアント マ

シンにローカルでもリモートでもインストール可能です。

この章の説明は、Windows Server オペレーティングシステムの一般的な特徴と要

件について習熟していることを前提としています。また、この作業には管理者権

限が必要です。

クライアントとオプションのインストール後、最初のVSSバックアップを開始できるよう

になります。いずれのソリューションも、環境設定を行う必要はありません。
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前提条件

前提条件

以下のインストール前提条件を考慮してください。

エージェントとArcserve Backupサーバの間の通信機能を提供するために、

エージェント コンピュータに Client Agent for Windowsをインストールする必要が

あります。エージェント コンピュータ上のVSSライタをバックアップするために、

Arcserve Backupサーバ上のAgent for Open filesのライセンスを取得する必要

があります。

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotをインストールするには、

Arcserve Backupサーバおよびマネージャパッケージがすでにインストールされて

いる、またはインストールされる予定であることを確認する必要があります。

注：Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは Enterprise Module に含

まれているオプションの1つであり、このオプションがインストールされているコン

ピュータ 1台ごとに個別のライセンスが必要となります。

第2章:クライアントとオプションのインストール 31



システム要件

システム要件

開始する前に、すべての前提条件が満たされていることと、インストール作業を進

める際に必要な情報がすべて揃っていることを確認してください。

クライアントおよびオプションをインストールするシステムが、インストールの最小

要件を満たしていることを確認します。システム要件については Readme ファイ

ルを参照してください。最新の要件や、現在サポートされているハードウェア

ベースのプロバイダおよびオプションで使用されるディスクアレイの最新のリスト

については、Arcserve のWebサイト ( www.ca.com/jp) を参照してください。

クライアントおよびオプションをインストールしているコンピュータで、システム管理

者 ( rootユーザ) 権限またはソフトウェアをインストールする適切な権限がある

ことを確認します。

注：Arcserve Backupこれらの権限がない場合は、管理者に問い合わせて適

切な権限の割り当てを依頼してください。

クライアントまたはオプションをインストールするコンピュータの名前とパスワードを

確認します。
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クライアントとオプションのインストール

クライアントとオプションのインストール

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは個別にインストールできません。

Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは Arcserve Backup Enterprise
Module に含まれているオプションの1つであり、このオプションがインストールされて

いるコンピュータ 1台ごとに個別のライセンスが必要となります。Agent for Open
Files、Client Agent for Windowsおよび Enterprise Module のライセンスを取得した

後、転送可能な VSS機能が利用可能になります。
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VSSシャドウコピーの準備

VSSシャドウコピーの準備

シャドウコピー用に必要なディスク容量は、アプリケーションの書き込みファイルが

変更される頻度と、書き込まれる情報の量によって異なります。たとえば、アプリ

ケーションがファイルの変更時にファイル全体を再書き込みすると、変更された

データのみを書き込む場合に比べてはるかに大きなシャドウコピー用のディスク容

量が必要となります。

シャドウコピーに必要なディスク容量を決定し、その容量が空いていることを確認

します。
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第3章 : バックアップの実行

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バックアップオプション 36

転送可能な VSSバックアップの作成 45

ファイルシステムバックアップ 49

バックアップジョブのサブミット法 50

VSSバックアップの動作 51

VSSバックアップの実行方法 53

ファイルシステムのバックアップの実行 54

ライタ バックアップの実行 55

VSS とバックアップマネージャ 57

ライタ バックアップ 58

バックアップ中のライタの除外 59
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バックアップオプション

バックアップオプション

ライタとグローバルオプションは、バックアップマネージャからアクセスできます。VSSサ
ポートを使用すると、バックアップするドライブ、ディレクトリ、およびファイルに固有の

ライタのバックアップ設定をローカルのライタオプションでカスタマイズできるようになり

ます。グローバルVSSオプションは、すべてのライタとそのドライブ、ディレクトリ、およ

びファイルに影響します。

詳細情報：

ライタオプションの設定

ライタオプション

グローバルオプションの設定

［オープンファイル］オプション

［ライタおよびコンポーネント］オプション
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バックアップオプション

ライタオプションの設定

ライタレベルで設定したオプションは、現在選択しているライタのみに反映されま

す。また、これらは VSSバックアップのどのグローバルオプションよりも優先します。グ

ローバルVSSオプションの設定の詳細については、「グローバルオプションの設定」

を参照してください。

特定のライタのオプションを設定する方法

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［ソース］タブの［ソース］ツリーでライタを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライ

タオプション］を選択します。
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バックアップオプション

VSSの［ライタオプション］ダイアログボックスが表示されます。
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バックアップオプション

ライタオプション

［ライタオプション］ダイアログボックスでは、以下のオプションを使用できます。

［ライタオプションを使用する］:このオプションを選択すると、VSSバックアッププ

ロセスで、選択したライタによって設定されたオプションを使用することが指示

され、このダイアログボックスで設定できるその他のオプションが有効になりま

す。

このオプションを選択していない場合は、［グローバルオプション］ダイアログボッ

クスの［ボリュームシャドウコピーサービス］タブで設定したオプションが使用さ

れます。グローバルオプションの詳細については、「グローバルオプションの設

定」を参照してください。

［トランスポータブルスナップショットを使用する］：このオプションを選択すると、

転送可能な VSSバックアップを作成します。このオプションを選択した場合、

使用可能なバックアップ方式はフルバックアップのみです。

このオプションは、Enterprise Module の一部として Enterprise Option for VSS
Hardware Snap-Shotがインストールされている場合にのみ使用できます。

［バックアップ後にシャドウコピーを保持する］：［トランスポータブルスナップ

ショットを使用する］を選択すると、このオプションが有効になります。このオプ

ションを選択して、バックアップ後に Arcserve Backupによってシャドウコピーボ

リュームが削除されないように指定します。シャドウコピーボリュームは転送可

能なので、バックアップ後も保持することによって、ボリュームを別の用途で他

のシステムにインポートすることができます。

［バックアップ方式］：次の方式から 1つを選択して、選択したライタのバック

アップで使用するバックアップ方式を指定します。

［ジョブで選択されている方式を使用］：バックアップマネージャの［スケ

ジュール］タブに示されているバックアップ方式を使用します。

［フルバックアップの使用］：データの最終変更日時に関係なく、選択

したライタに関連付けられているすべてのファイルをバックアップします。

［トランスポータブルスナップショットを使用する］オプションを選択した場

合、［フルバックアップの使用］が使用可能な唯一のオプションです。

［増分バックアップの使用］：前回のフルバックアップまたは増分バック

アップ以後に変更があったファイルのみバックアップします。各バックアップ

後に、バックアップファイルは、変更されない限りは次の増分バックアップ

ジョブ中にバックアップされないようマークされます。この方法を使用した

バックアップジョブの処理には通常より時間がかかりません。ただし、増

分バックアップからファイルをリストアするには、最新のフルバックアップと後
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続のすべての増分バックアップのジョブの両方を供給する必要がありま

す。

［差分バックアップの使用］：前回のフルバックアップ以後に変更があっ

たファイルのみバックアップします。差分バックアップジョブは、バックアップ

済みのファイルをマークしないため、前回の差分ジョブでバックアップされ

たファイルが再度バックアップされます。この方法を使用したバックアップ

ジョブの処理には通常より時間がかかります。ただし、差分バックアップ

からファイルをリストアするには、最新のフルバックアップと最新の差分

バックアップのみの供給で済みます。

［ログバックアップの使用］：選択したライタに関連付けられているログ

ファイルのみをバックアップします。

［コピーバックアップの使用］：ライタに含まれているすべてのファイルを

バックアップしますが、バックアップされたファイルにマークを付けません。こ

のオプションを選択すると、既存の増分バックアップまたは差分バックアッ

プを壊さずにデータのフルバックアップを作成できます。

注：ライタによってはすべてのバックアップ方式がサポートされていないものもあ

ります。選択したバックアップ方式によって、Arcserve Backupの動作が異なりま

す。たとえば、ジョブレベルで増分または差分が選択されていて、VSSの［グ

ローバルオプション］ダイアログボックスで、ライタレベルに［フルバックアップの使

用］オプションが設定されている場合は、フルバックアップが実行されます。た

だし、VSSの［グローバルオプション］ダイアログボックスで、ライタレベルで［ログ

バックアップの使用］オプションが設定され、ライタがログバックアップをサポート

していない場合、バックアップは失敗します。

［ライタに組み込まれたファイルをファイルシステムバックアップで除外する］：ラ

イタコンポーネントに属しているファイルを、従来のファイルシステムのバックアッ

プから除外します。このオプションには以下の利点があります。

VSSによってすでにバックアップされているファイルのバックアップを回避でき

ます。

従来のバックアップからファイルを除外すると、処理するファイル数が減

り、従来のバックアップの処理時間が短縮するように設定できます。

グループとして処理するファイル( データベースアプリケーションに関連付

けられたファイルなど) に関する問題が発生しないので、バックアップの成

功率が向上します。従来のバックアップには、ファイルをまとめて処理す

るメカニズムはありません。

このオプションは、［トランスポータブルスナップショットを使用する］オプションがオ

ンの場合は使用できません。
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［ライタで除外されたファイルをファイルシステムバックアップで除外する］:場合

によっては、アプリケーションに関連付けられているファイルの中には、バックアッ

プしてはならないファイルがあります( Windowsページ ファイルなど) 。各ライタ

は、関連付けられているアプリケーションにこのようなファイルが存在するかどう

かを認識しています。このオプションを選択すると、Arcserve Backupが従来の

バックアップを実行する際に、この情報を利用できます。

このオプションは、［トランスポータブルスナップショットを使用する］オプションがオ

ンの場合は使用できません。

［ライタで 1つ以上のコンポーネント ファイルのバックアップに失敗した場合、全

体のライタバックアップを中止する］：ライタコンポーネントのいずれかのバック

アップに失敗した場合、そのライタのバックアップをキャンセルします。コンポーネ

ントに含まれる 1つ以上のファイルを正常にバックアップできない場合、そのコ

ンポーネントのバックアップは失敗します。

このオプションを選択すると、ライタに関連付けられているコンポーネントの数に

関係なく、ライタに関連付けられているすべてのファイルがバックアップされて初

めてバックアップが成功したとみなされるように確実に設定できます。

このオプションは、［トランスポータブルスナップショットを使用する］オプションがオ

ンの場合は使用できません。
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グローバルオプションの設定

グローバルレベルで設定したオプションは、VSSバックアップのすべてのライタに反映

されます。ライタレベルのオプションを設定すると、選択したライタのグローバルオプ

ションを無効にできます。選択したライタのオプションの設定の詳細については、

「ライタオプションの設定」を参照してください。

注：グローバルオプションは、転送可能な VSSバックアップには適用されません。

転送不可能な VSS バックアップのグローバルオプションを設定する方法

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［ボリュームシャドウコピーサービス］タブを選択します。
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［オープンファイル］オプション

［ファイルシステムバックアップ］フィールドでは、ファイルシステムバックアップ中に

Arcserve Backupがオープンファイルを処理する方法を指定できます。これらのオプ

ションは、ライタにもコンポーネントにも適用されません。

［VSS を使用する］Arcserve Backup：で VSSを使用してオープンファイルをバッ

クアップする場合に、このオプションを使用します。このオプションを選択しない

場合、オープンファイルの処理には VSSサポートではなく、Agent for Open Files
( 使用可能な場合 ) が使用されます。Agent for Open Filesが使用できずに

［VSSを使用する］もオフの場合は、従来のバックアップが実行されます。ただ

し、バックアップできないオープンファイルがある場合は、バックアップは完了しま

せん。

［VSS 失敗時、標準バックアップに戻る］：Arcserve Backup VSSバックアップが

失敗した場合に、で従来のバックアップを実行する場合は、このオプションを

選択します。Agent for Open Filesが使用可能な場合、このオプションが選択

されているときに VSSバックアップが失敗すると、オープンファイルは Agent for
Open Filesによって処理されます。このオプションが選択されずに VSSバックアッ

プファイルが失敗した場合、バックアップジョブは失敗します。
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［ライタおよびコンポーネント］オプション

［ライタおよびコンポーネント］オプションを使用すると、Arcserve Backupでのライタお

よびコンポーネントの処理方法を指定できます。ライタ固有のオプションが指定さ

れている場合を除き、これらのグローバルオプションはすべてのライタに影響しま

す。ライタ固有のオプションの詳細については、「ライタオプションの設定」を参照し

てください。

［ライタに組み込まれたファイルを、ファイルシステムバックアップで除外する］：

コンポーネントに含まれるファイルが、従来のファイルシステムバックアップでバッ

クアップされないようにします。このオプションには以下の利点があります。

VSSによってすでにバックアップされているファイルのバックアップを回避でき

ます。

従来のバックアップからファイルを除外することで、処理するファイル数が

減り、従来のバックアップの処理時間が短縮するように確実に設定で

きます。

グループとして処理するファイル( ライタまたはデータベースアプリケーション

と関連付けられたファイルなど) に関する問題が発生しないので、バック

アップの成功率が向上します。従来のバックアップには、ファイルをまとめ

て処理するメカニズムはありません。

［ライタで除外されたファイルを、ファイルシステムバックアップで除外する］：コ

ンポーネントによってバックアップから除去されたファイルが、従来のファイルシス

テムバックアップによってバックアップされないようにします。このオプションを選択

すると、アプリケーションに関連していてバックアップしてはならないファイル

( Windowsのページ ファイルなど) をファイルシステムバックアップから除外できま

す。各ライタは、関連付けられているアプリケーションにこのようなファイルが存

在するかどうかを認識しています。このオプションを選択すると、Arcserve
Backupが従来のバックアップを実行する際に、この情報を利用できます。

［コンポーネント ファイルのバックアップ失敗時、ライタバックアップを中止する］：

いずれかのコンポーネントのバックアップが失敗した場合に、ライタのバックアップ

をキャンセルします。コンポーネントのバックアップは、そのコンポーネントに含まれ

るファイルが 1つでも正常にバックアップされなかった場合に失敗します。このオ

プションを選択すると、整合性のあるバックアップが行われ、ライタに関連付け

られているすべてのファイルが確実にバックアップされてから、バックアップが成功

したとみなされます。このとき、ライタに関連付けられているコンポーネントの数

は関係しません。
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転送可能な VSSバックアップの作成

転送可能なバックアップを行うため、VSSはライタ、Enterprise Option for VSS
Hardware Snap-Shot、Arcserve Backup、およびディスクアレイプロバイダと連携し

て、LUNのシャドウコピーを作成します。ライタをバックアップせよという要求が

Arcserve Backup ( リクエスタ) から実行されると、Enterprise Option for VSS
Hardware Snap-Shotは VSSと交信してライタに接続します。VSSはライタのアプリ

ケーションで実行中のすべての処理をフリーズし、ディスクアレイプロバイダに接続

して、プロバイダのボリューム上にシャドウコピーを作成します。シャドウコピーが作

成されると、VSSはフリーズ中のアプリケーションを解除し、データベースの書き込み

再開を許可します。

注：Arcserve Backupでは現在、Microsoft Exchange ライタ、MSDE ライタ、

Microsoft SQL Server ライタおよび ETERNUSディスクアレイ向けのMicrosoft Hyper-
V ライタの転送可能なバックアップおよびリストアをサポートしています。

転送可能な VSSバックアップジョブをサブミットするには、バックアップマネージャを

使用する必要があります。

以下の手順に従います。

1. バックアップマネージャの［ソース］タブで、ライタが含まれているコンピュータのノード

を展開します。

［ソース］ツリーにコンピュータが表示されない場合は、次の手順に従ってコンピュー

タを追加します。

a. バックアップマネージャをクラシックビューまたはグループビューで開きます。

バックアップマネージャをクラシックビューで開いた場合は、ソースツリー

で［Windowsシステム］を右クリックします。

バックアップマネージャをグループビューで開いた場合は、ソースツリー

で［Client Agent］を右クリックします。
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b. コンテキスト メニューから［マシン/オブジェクトの追加］を選択します。

c. ［エージェントの追加］ダイアログボックスに必要な情報を入力します。

2. ライタ全体のバックアップ、または個別のストレージ グループの選択は、以下の方

法で行います。

ライタをバックアップするには、ライタの横にある緑色のボックスをクリックしま

す。

個別のストレージ グループをバックアップするには、ライタのノードを展開して

ストレージ グループとコンポーネントを表示します。バックアップに含める各ス

トレージ グループ名の横にある緑色のボックスをクリックします。

3. ［ソース］ツリーでライタを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライタオプション］を

選択し、ライタオプションを指定します。［ライタオプション］ダイアログボックスが開

きます。

4. ［ライタオプションを使用する］を選択し、［トランスポータブルスナップショットを使

用する］を選択します。デフォルトでは、シャドウコピーはバックアップが完了すると

削除されます。バックアップ後もシャドウコピーを保持するには、［バックアップ後に

シャドウコピーを保持する］オプションを選択します。
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5. ［OK］をクリックしてオプションを適用し、［ライタオプション］ダイアログボックスを閉じ

ます。

6. バックアップマネージャの［デスティネーション］タブで、マルチストリームを選択して

バックアップに他のデスティネーションオプションを設定します。

注 :転送可能な VSSバックアップでは、マルチプレキシングはサポートされていませ

ん。

マルチストリーミングジョブの詳細については、「管理者ガイド」を参照してくださ

い。

7. バックアップマネージャの［スケジュール］タブで、バックアップのスケジュールに適した

オプションを選択します。

8. バックアップを開始するには、バックアップマネージャの［サブミット］ボタンをクリックし

ます。［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：バックアップジョブを開始する前に、すべてのストレージ グループがオンライ

ンになっていることを確認します。

9. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

10. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。［OK］をクリックすると、バックアッ

プジョブがジョブキューに追加されます。バックアップジョブの進行状況を監視する

には、ジョブステータスマネージャを使用します。

詳細情報：

バックアップ計画の作成
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ライタバックアップの実行

ファイルシステムのバックアップの実行
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ファイルシステムバックアップ

VSSをライタなしで使用しても、ファイルシステムにオープンファイルをバックアップで

きます。このオプションは、たとえば、ファイルサーバのバックアップやすべてのファイル

が独立している場合に便利です。ただし、このファイルバックアップ方式は、ライタ

によるバックアップほど信頼性がありません。

重要： VSSを使用してファイルシステムをバックアップする場合、ライタは処理に関

係しません。選択したボリューム上のデータが動的なデータである場合は、VSSを
使用してファイルシステムをバックアップすると、バックアップに破損が生じる可能性

があります。
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バックアップジョブのサブミット法

転送可能な VSSバックアップは、マルチストリーミングジョブとしてサブミットする必

要があります。バックアップジョブを開始すると、バックアップマネージャはこのジョブ

をマスタジョブとしてパッケージ化します。マスタジョブは、選択した各ストレージ グ

ループに対して子ジョブを作成します。それぞれの子ジョブが 1つのストレージ グ

ループに対応します。マスタジョブは、子ジョブの実稼動サーバから受け取った、エ

クスポートされたメタデータも保存します。

マスタジョブと各子ジョブの進行状況を確認するには、ジョブステータスマネージャ

を使用します。
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VSSバックアップの動作

Arcserve Backupを使用して VSSバックアップを行う際の手順は以下のとおりです。

1. リクエスタ( Arcserve Backup) はVSSに対して、バックアップに関わるすべてのライタへ

の指示を送るよう伝えます。この指示を受けたライタは、メタデータ ドキュメント

( バックアップの指示を含むXMLファイル) を収集してリクエスタに送信します。

Arcserve Backupは、ローカルの設定ではVSSと直接交信します。リモート設定で

は、VSSとArcserve Backupの間の交信は Client Agent for Windowsによって処理

されます。これはターゲットのコンピュータにインストールしておく必要があります。

2. VSSは、シャドウコピーの作成に関わるボリュームの管理を担当するプロバイダと

接続します。最も単純なケースでは、シャドウコピーの作成に関わるすべてのボ

リュームは 1つのプロバイダによって管理されます。ただし、場合によっては複数の

プロバイダが関わる場合もあります。

3. VSSはバックアップに含まれているライタと接続して、ライタのメタデータ ドキュメント

の収集とリクエスタへの送信を指示します。ライタは同時に、バックアップ対象の

ファイルの整合性を維持したまま、フリーズの準備を開始します。

4. ライタはメタデータ ドキュメントをリクエスタに送信します。メタデータ ドキュメントは

直接編集しないでください。バックアップするファイル、および使用するバックアップ

方式とリストア方式を指定するには、Arcserve Backupのバックアップマネージャを

使用します。

5. ライタからすべてのライタ メタデータ ドキュメントを収集したら、リクエスタはシャドウ

コピーの作成を開始する別のコマンドを VSSに発行します。

6. VSSは、シャドウコピーの作成に使用するデータに矛盾がなく、内部整合性が維

持された状態で、ライタのアプリケーションをフリーズします。アプリケーションがフリー

ズしている間、ライタは元のボリュームのファイルに対する変更をすべて保留にしま

す。これによって、シャドウコピーの作成中もアプリケーションとそのファイルが使用

可能になります。ただし、VSSバックアップは Point-In-Time バックアップであるため、

フリーズ後のファイルに対する変更内容はシャドウコピーには反映されず、バック

アップもされません。

7. VSSはプロバイダへコマンドを発行し、現在のディスクの状態のシャドウコピーを作

成するよう指示します。

8. プロバイダは、シャドウコピーボリュームにシャドウコピーを作成します。

9. VSSはフリーズ状態のライタを解除し、通常の状態に戻します。シャドウコピーの

作成中にライタが保留にした変更内容はすべて、この時点で元のボリュームへ書

き込まれます。解除は、シャドウコピーの作成後、データのバックアップが開始され

る前に行われます。これにより、シャドウコピーボリュームを使用してバックアップが

実行されている間に、アプリケーションは元のボリュームを使用できます。
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VSSバックアップの動作

10. バックアップデータが Client Agent for Windowsによってリクエスタ( Arcserve Backup)
に送信されます。

11. リクエスタはデータをメディアにバックアップします。ライタのメタデータはシャドウコピー

のデータと共に保存されるため、データをリストアするときに回復情報が使用できま

す。
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VSSバックアップの実行方法

VSSバックアップの実行方法

バックアップマネージャを使用して、Arcserve Backupから VSSバックアップを実行で

きます。このセクションで説明する VSSバックアップ手順では、Arcserve Backupの

バックアップマネージャインターフェースを使用します。バックアップマネージャおよび

その機能の詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。

注：Microsoft Exchange ライタまたはMSDE ライタで制御されているファイルおよび

コンポーネントのバックアップの詳細については、「アプリケーション固有のガイドライ

ン」を参照してください。

詳細情報：

バックアップ計画の作成

ライタバックアップの実行

ファイルシステムのバックアップの実行

転送可能な VSSバックアップの作成
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ファイルシステムのバックアップの実行

ファイルシステムのバックアップの実行

ファイルシステムの転送不可能な VSS バックアップを実行する方法

1. バックアップマネージャで［オプション］ボタンをクリックし、［グローバルオプション］ダイ

アログボックスを開きます。

2. ［ボリュームシャドウコピーサービス］タブを選択します。

3. ［ボリュームシャドウコピーサービス］タブで、［VSSを使用する］オプションを選択

し、［OK］をクリックします。このタブで使用可能なオプションの詳細については、「グ

ローバルオプションの設定」を参照してください。

4. バックアップマネージャの［ソース］ツリーで、バックアップするボリュームを選択しま

す。

5. バックアップマネージャの［デスティネーション］タブで、バックアップに適したオプション

を選択します。

6. バックアップマネージャの［スケジュール］タブで、バックアップのスケジュールに適した

オプションを選択します。

7. バックアップを開始するには、バックアップマネージャの［サブミット］ボタンをクリックし

ます。［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

8. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。［OK］をクリックすると、バックアッ

プジョブがジョブキューに追加されます。バックアップジョブの進行状況を監視する

には、ジョブステータスマネージャを使用します。

詳細情報：

バックアップ計画の作成

ライタバックアップの実行

転送可能な VSSバックアップの作成
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ライタバックアップの実行

ライタバックアップの実行

転送不可能な VSS バックアップの実行方法

1. バックアップマネージャの［ソース］タブで、ライタが含まれているコンピュータのノード

を展開します。

［ソース］ツリーにコンピュータが表示されない場合は、次の手順に従ってコンピュー

タを追加します。

a. バックアップマネージャをクラシックビューまたはグループビューで開きます。

バックアップマネージャをクラシックビューで開いた場合は、ソースツリー

で［Windowsシステム］を右クリックします。

バックアップマネージャをグループビューで開いた場合は、ソースツリー

で［Client Agent］を右クリックします。

b. コンテキスト メニューから［マシン/オブジェクトの追加］を選択します。

c. ［エージェントの追加］ダイアログボックスに必要な情報を入力します。

2. バックアップするライタの名前の横にある緑色のボックスをクリックして選択します。

必要に応じてライタ ノードを展開すると、そのコンポーネントが表示されます。ライ

タに含まれるコンポーネントが 1つだけの場合は、名前の横のボックスは灰色で表

示されます。これは、バックアップ対象から削除できないコンポーネントであることを

示しています。ライタに複数のコンポーネントが含まれている場合は、通常バック

アップするコンポーネントを選択できます。個々のコンポーネントをバックアップできる
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ライタバックアップの実行

かどうかは、ライタによって決定されます。ライタによっては、すべてのコンポーネント

をまとめてバックアップする必要があるものもあります。

3. 選択したライタのオプションを指定するか、グローバルオプションを使用するには、

［ソース］ツリーでライタを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライタオプション］を

選択します。［ライタオプション］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［ライタオプション］ダイアログボックスで、以下のオプションのいずれかを実行しま

す。

ローカルオプションを設定するには、［ライタオプションを使用する］チェック

ボックスをオンにして他のオプションを選択します。

グローバルオプションを使用するには、［ライタオプションを使用する］オプショ

ンをクリアにして、［グローバルオプション］ダイアログボックスの［ボリュームシャ

ドウコピーサービス］タブで指定したオプションを使用するようにバックアップに

指定します。

5. バックアップマネージャの［スケジュール］タブで、バックアップのスケジュールに適した

オプションを選択します。

6. バックアップマネージャの［デスティネーション］タブで、バックアップに適したオプション

を選択します。

7. バックアップを開始するには、バックアップマネージャの［サブミット］ボタンをクリックし

ます。［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

8. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を入力することができます。［OK］をクリックすると、バックアッ

プジョブがジョブキューに追加されます。バックアップジョブの進行状況を監視する

には、ジョブステータスマネージャを使用します。

詳細情報：

バックアップ計画の作成

ファイルシステムのバックアップの実行

転送可能な VSSバックアップの作成
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VSS とバックアップマネージャ

VSS とバックアップマネージャ

VSSバックアップの管理にバックアップマネージャを使用すると、ローカルコンピュータ

でもリモート コンピュータでもライタとコンポーネントを参照できます。ライタは、ボ

リューム、システム状態、およびその他のエージェントと同じ階層に表示されます。

ライタを展開すると、関連するコンポーネントが表示されます。

バックアップマネージャに表示されるライタはすべてバックアップ対象に選択できます

が、コンポーネントを選択できるのはコンポーネントが個別にバックアップ可能な場

合のみです。ライタのコンポーネントを選択すると、そのライタは常にバックアップに

含まれます。
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ライタバックアップ

ライタバックアップ

VSSは、アプリケーション固有のライタおよびそのコンポーネントを使用することで、

オープンファイルを安全にバックアップできます。ライタとは、VSSと共に機能して VSS
バックアップ準備中のアプリケーションやサービスをフリーズさせる、アプリケーションま

たはサービスのプロセスのことです。コンポーネントとは、バックアップの対象となるファ

イルのグループで、ライタの制御のもとでアプリケーションまたはサービスによって管理

されます。アプリケーションの動作や、アプリケーションが必要とするファイルや構造

は、アプリケーション固有のライタで認識されます。

アプリケーションがフリーズしている間、ライタは元のボリュームへの書き込みアクティ

ビティを保留にし、シャドウコピーの作成中に、バックアップ対象のファイル( コン
ポーネント ) が整合性のとれた状態を保つようにします。この間書き込みアクティビ

ティは保留にされますが、選択したアプリケーションで作業を行っているユーザに対

しては、この処理は完全に透過的です。

注：ライタおよび VSSのバックアップとリストアの詳細については、「アプリケーション

固有のガイドライン」を参照してください。
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バックアップ中のライタの除外

バックアップ中のライタの除外

バックアップ中にコンピュータ全体を選択した時にArcserve Backupアプリケーション

固有のエージェントがインストールされている場合、対応するライタがバックアップか

ら除外されます。バックアップからライタを除外すると、ライタのデータが重複して

バックアップされるのを回避できます。現在、これはMicrosoft Exchange ライタ、

Microsoft SQL Server Desktop Engine ライタ( MSDE ライタ) 、および SQL Server
Writer for SQL 2005に適用されます。

Arcserve Backup Agent for Microsoft Exchange がインストールされていると、

Microsoft Exchange ライタが除外されます。

Arcserve Backup Agent for Microsoft SQL Server がインストールされている場

合、MSDE ライタおよび SQL Server Writer は除外されます。

ライタが除外されるのは、マシン全体をバックアップする場合のみです。この場合で

も、必要に応じてライタを個別にバックアップ対象に選択することができます。
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第4章 : リストアの実行

ここでは、VSSバックアップのデータを安全かつ効率的にリストアするための、

Arcserve Backupのさまざまなオプションについて説明します。このセクションで説明

するのは、リストアマネージャを使用した一般的な手順です。リストア処理の詳細

については、それぞれのライタアプリケーションに付属のマニュアルを参照してくださ

い。

注：Microsoft Exchange ライタまたはMSDE ライタで制御されているファイルおよび

コンポーネントのバックアップの詳細は、「アプリケーション固有のガイドライン」を参

照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

VSS とリストアマネージャ 62

ファイルシステムのリストア 63

ライタ バックアップのリストア 64
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VSS とリストアマネージャ

VSS とリストアマネージャ

Arcserve Backupでは、ネットワークに接続されているコンピュータにデータをリストア

できます。リストアマネージャを使用してライタのリストアジョブを管理すると、ローカ

ルとリモートのコンピュータで使用可能なライタとコンポーネントを参照できます。ラ

イタは、ボリューム、システム状態、およびその他のエージェントと同じ階層に表示

されます。ライタを展開すると、関連するコンポーネントが表示されます。

リストアマネージャに表示されるライタはすべてリストア対象に選択できますが、コ

ンポーネントは個別にリストア可能な場合にのみ選択できます。ライタに対して有

効なリストア方式は、リストア操作時に作成されるライタ メタデータ ドキュメントで

指定されます。

リストアジョブではソースとデスティネーションを指定する必要があります。ソースファ

イルは常に Arcserve Backupが制御するメディアにバックアップされているファイルを

選択し、デスティネーションは常にハードディスクを選択します。

［リストアマネージャ］ダイアログボックスには、リストアジョブをカスタマイズするため

の以下の3つのタブがあります。

ソース

デスティネーション

スケジュール
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ファイルシステムのリストア

ファイルシステムのリストア

VSSを使用してバックアップしたライタ以外のファイルと、従来のバックアップ方式で

バックアップしたファイルとの間に違いはありません。つまり、VSSバックアップ内のファ

イルは、使用できるどのリストア方式でもリストアすることができます。各方式の詳

細については、「リストア方式」を参照してください。
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ライタバックアップのリストア

ライタバックアップのリストア

一般的なライタ VSSバックアップ( 転送可能と転送不可能に関わらず) をリストア

する手順は、基本的には同じです。ただし、リストアするファイルとコンポーネントの

アプリケーションの操作を熟知している必要があります。多くの場合、アプリケーショ

ンファイルとコンポーネントのバックアップおよびリストア方式は VSSライタで指定され

ますが、場合によってはリストア処理で追加の手動操作手順が必要になることが

あります。たとえば、Microsoft Exchange Server 2003では、リストアジョブを開始す

る前にストレージをマウント解除する必要があります。特定のアプリケーションと VSS
に関する詳細なガイドラインについては、「アプリケーション固有のガイドライン」を

参照してください。

ライタからのリストアの詳細については、VSSライタに関連付けられたアプリケーショ

ンのマニュアルを参照するか、アプリケーションのベンダにお問い合わせください。

カスタムリストアジョブを実行可能なライタでは、場合によりリストア処理を完了す

るために追加の処理を行う必要があります。この処理はアプリケーションに固有の

ものであり、Arcserve Backupの機能の一部ではありません。このようなライタをリスト

アするには、別の場所を選択してデータをリストアし、アプリケーションの仕様に従っ

て必要なファイルを準備して追加処理を実行する必要があります。Arcserve
Backupでは、カスタムリストアジョブであるライタの元の場所へのリストアはサポート

していません。復旧情報の複製先の詳細については、「リストアの場所」を参照

してください。
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リストアの場所

ライタを別の場所にリストアする場合 ( 元の場所でライタを使用できない場合や、

リストア対象のコンポーネントとファイルがすでに元の場所に存在する場合など) 、
選択したリストアの場所によって、リストア処理にライタが関わるかどうかが決まりま

す。

元の場所にリストアする場合、ライタは常に使用されます。

別の場所を選択してリストアする場合、ライタは使用されません。

［ツリー単位］、［セッション単位］、［メディア単位］を使用してライタをリストアし、

ファイルを元の場所にリストアする場合、リストア操作では必ずライタが使用されま

す。別の場所を選択してファイルをリストアする場合、ライタは使用されません。

［照会単位］方式を使用してライタのファイルをリストアすると、リストア操作にライ

タは使用されません。また、ファイルは、ファイルシステムの一部としてバックアップさ

れた場合と同じようにリストアされます。Arcserve Backupでは、ファイルをリストアす

る際、［グローバルオプション］ダイアログボックスの［デスティネーション］タブに設定

されたリストアオプションが適用されます。

ファイルのリストア方法がライタによって決定される場合もあるため、リストア処理か

らライタを除外すると、以下のことが可能になります。

ライタバックアップから個々のファイルへのアクセス

ライタに関連付けられているファイルの、ライタが使用できないコンピュータへの

リストア
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ライタバックアップのリストア

リストア方式

リストアマネージャから以下のいずれかの方法を使用すると、VSSライタを使用して

バックアップしたファイルをリストアすることができます。

［ツリー単位］：リストアマネージャのツリーに、ボリュームおよびシステムステータ

スのバックアップと同じ階層に、ライタバックアップが表示されます。ライタのコン

ポーネントすべてをリストアするには、ライタ名の横にあるボックスをクリックしま

す。個々のコンポーネントをリストアするには、ツリー内でライタを展開し、コン

ポーネント名の横にあるボックスをクリックします。

注：すべてのコンポーネントが個別にリストアできるわけではありません。コン

ポーネントを個別にリストアできるかどうかは、ライタによって判断されます。SQL
Server インスタンスが停止しているときは、リストアジョブが成功した場合で

も、カスタムデータベースの1つだけをリストアすることはサポートされていませ

ん。

必要なデータが含まれているメディアはわからないが、そのデータがどのマシンか

らバックアップされたかわかっている場合は、この方式を使用します。

注：［ツリー単位］方式はトランスポータブルVSSバックアップのリストアではサ

ポートされていません。［セッション単位］方式のみ使用できます。

［セッション単位］：ライタバックアップは個別のセッションとして表示されます。

セッションに含まれるコンポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横

にあるボックスをクリックします。個々のコンポーネントをリストアするには、セッ

ションを展開し、コンポーネント名の横にあるボックスをクリックします。

注：すべてのコンポーネントが個別にリストアできるわけではありません。コン

ポーネントを個別にリストアできるかどうかは、ライタによって判断されます。SQL
Server インスタンスが停止しているときは、リストアジョブが成功した場合で

も、カスタムデータベースの1つだけをリストアすることはサポートされていませ

ん。

メディアの名前はわかっているが、リストアしたいセッションが不明な場合は、こ

の方法を使用します。

［バックアップメディア単位］：ライタバックアップは個別のセッションとして表示さ

れます。この方式では、セッション全体をリストアする必要があります。この方

式では( 仮に選択可能になっていても) 、コンポーネントを個別にリストアするこ

とはできません。

Arcserve Backupの別のバージョンでメディアを作成している場合、またはデー

タベースがメディアを認識できない場合は、この方法を使用します。

［照会単位］：ライタの一部としてバックアップされたファイルを個別にリストアで

きます。
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リストアするファイルまたはディレクトリの名前はわかっているが、バックアップ元の

マシンまたはバックアップ先のメディアがわからない場合は、この方法を使用し

ます。

重要：このオプションでは単一のファイルをリストアできますが、ライタにはそのリ

ストア操作が通知されないため、アプリケーションを正常に準備できません。

ファイルを単独でリストアすると、データに不整合が生じる場合があります。

［照会単位］方式は、リストアするファイルを熟知している場合にのみ使用し

てください。
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リストアオプションを設定する

デフォルトでは、Arcserve Backupは、権限のない方式を使用して、DFS
( Distributed File System) 複製サービスライタをリストアします。

リストア方法を「権限付き」に設定する方法

1. リストアマネージャの［ツリー単位］ビューまたは［セッション単位］ビューで、DFS複
製サービスライタを右クリックします。

［VSS リストアオプション］ダイアログボックスが表示されます。

注：DFS複製サービスライタは、Windows Server 2008システムにシステム状態の

一部としては表示されません。DFS複製をバックアップする場合は、システム状態

をバックアップする必要があります。

2. ［VSS リストアオプション］ダイアログボックスで、［権限付きリストアを使用］オプショ

ンを選択して、［OK］をクリックします。
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VSSライタバックアップのリストア

リストアを開始する前に、リストアするファイルとコンポーネントが関連するアプリケー

ションのマニュアルを参照してください。Arcserve Backupこれは、ではファイルがディス

クにのみリストアされるので、アプリケーションを完全に復旧するには追加の手順や

操作が必要になる場合があるためです。

注：Arcserve Backupを使用した一般的なライタ VSSバックアップ( 転送不可能 )
のリストア手順と、転送可能な VSSバックアップのリストア手順は、基本的には同

じです。特定のアプリケーションおよび VSSに関するガイドラインについては、「アプリ

ケーション固有のガイドライン」を参照してください。

VSS ライタのリストア方法

1. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類を選択します。それぞれの種

類の説明については、「リストア方式」を参照してください。

2. リストアするライタを選択するには、そのライタ名の横にある緑色のボックスをクリック

します。コンポーネントを個別にリストアするには、ライタのノードを展開して、リスト

ア対象のコンポーネントを選択します。

3. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、リストア先を選択します。以下の

いずれかの方法を選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトでは、［ファイルを元の場所にリストア］チェックボックスがオンになっていま

す。ファイルを別の場所にリストアする場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイ
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ルの一覧が表示されるので、特定のデスティネーションを選択できます。リストア場

所の詳細については、「リストアの場所」を参照してください。

4. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアジョブに適したオプションを選択

します。

5. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストアを開始します。［セ

キュリティ］ダイアログボックスが開きます。

6. 実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］をクリックします。［ジョブのサブミット］

ダイアログボックスが表示されます。

7. ここで［即実行］を選択するか、［実行日時指定］を選択して特定の日時を入

力することができます。［OK］をクリックすると、バックアップジョブがジョブキューに追

加されます。リストアジョブの進行状況を監視するには、ジョブステータスマネー

ジャを使用します。

70 Microsoft Volume Shadow Copy Service ユーザガイド



第5章 : 推奨事項

開かれているファイルがあると、データのバックアップ時に重大な問題が発生するこ

とがあります。Arcserve Backupでは、ほかのアプリケーションまたはユーザが使用中

のファイルのバックアップに関して、以下のようなソリューションを提供しています。

Arcserve Backup Agent for Open Files

Arcserve Backup Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shot

ここでは、用途別の最適なソリューションについて説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バックアップ計画の作成 72

Agent for Microsoft Exchange Server を使用した AlwaysOn可用性グループのバッ
クアップのベスト プラクティス 75
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バックアップ計画の作成

バックアップ計画の作成

バックアップ計画を作成するときは、以下のことを検討してください。

バックアップするデータの量

ライタがサポートしないファイル
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バックアップするデータの量

Agent for Open Files と Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotは両方とも

ボリューム単位で動作します( バックアップ操作を開始する前に VSSでバックアップ

用のボリューム全体を準備する必要があります) 。Agent for Open Filesはファイル

単位で動作するため、オープンファイルは検出されたときの状態で処理されます。

たとえば、120 GB のハード ディスクにある 10 GB の重要なデータベースファイルを

バックアップする場合を考えてみます。

VSSソリューションを使用すると、120 GB のボリューム全体のシャドウコピーを作

成し、そのボリュームにあるデータを含む各ライタでファイル( 開いているファイル

と閉じているファイルの両方 ) を準備してから、バックアップジョブを開始する必

要があります。最初のシャドウコピーの作成には少し時間がかかりますが、そ

の後のシャドウコピーはほぼ即座に作成されます。

Agent for Open Filesを使用すると、バックアップジョブの要求時にバックアップ

対象のファイルが閉じられていれば、ただちにバックアップ処理が始まります。

オープンファイルがある場合は、エージェントがそれらを同期化してArcserve
Backupによるバックアップを可能にします。

そのため、少量のデータ( そのデータがあるボリュームの容量に比べてサイズが小さ

なデータ) をバックアップする場合は、オープンファイルを Agent for Open Filesで処

理した方が高速なバックアップが実現します。バックアップするデータの量が大きい

場合は、Agent for Open Filesまたは Enterprise Option for VSS Hardware Snap-
Shotのいずれかを使用する必要があります。
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ライタがサポートしないファイル

オープンファイルをバックアップする場合、VSSは VSS対応アプリケーションとそのアプ

リケーションのライタを使用して、バックアップに関連するファイルを準備します。たと

えば、Microsoft Exchange のファイルはMicrosoft Exchange ライタで準備します。ま

た、Microsoft SQL のファイルは、MSDE ライタで準備します。特定のアプリケーション

で使用できるライタがない場合、そのアプリケーション形式のオープンファイルのバッ

クアップは正確性に欠けるものになります。

バックアップするファイルがライタに関係している場合は、Client for VSS Software
Snap-Shotまたは Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shotを使用します。ラ

イタでは、アプリケーションおよびそのファイルとの理想的な通信が可能であるた

め、VSSはライタのファイルのトランザクションがどのように動作するかという点で詳細

な情報を取得できます。ファイルの稼働率がきわめて高い場合、Agent for Open
Filesでは、VSSに比べてオープンファイルを安全にバックアップできる期間を検出す

るのに時間がかかります。

ライタに関連付けられていないオープンファイルを確実にバックアップするには、

Agent for Open Filesを使用してください。ライタに関連付けられていないオープン

ファイルを、VSSを使用してバックアップすると、トランザクションの整合性が保証さ

れず、バックアップ全体が無効になる危険性もあります。

Agent for Open Filesは、他のアプリケーションとは関係なく動作します。アプリケー

ションはオープンファイルがエージェントによってバックアップ中であることを認識する

必要がなく、エージェントと対話しなくてもバックアップジョブ中にファイルに書き込

むことができます。すべての処理はエージェント側で行われます。
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Agent for Microsoft Exchange Server を使用したAlwaysOn可用性グループのバックアップのベスト プ

Agent for Microsoft Exchange Server を使用した

AlwaysOn 可用性グループのバックアップのベスト プラ

クティス

このトピックでは、Windows Server 2012オペレーティングシステムで Agent for
Microsoft SQL Server を使用して AlwaysOn可用性グループ( AAG) をバックアップ

するためのベスト プラクティスについて説明します。

プライマリデータベースからエージェントを使用してデータベースをバックアップ

するためにカスタム設定を定義する必要はありません。

セカンダリ( レプリカ) データベースからエージェントを使用してデータベースを

バックアップする場合、以下の手順に従って、必要なすべてのカスタム設定

が正しいことを確認します。

1. セカンダリAAGを選択して右クリックし、ポップアップメニューの［プロパ

ティ］をクリックして、AAGのプロパティ画面を開きます。

2. AAGに対して以下の値が定義されていることを確認します。

可用性モード：同期コミット

読み取り可能なセカンダリ：はい

3. ［OK］をクリックします。
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第6章 : アプリケーション固有のガイドライン

このセクションでは、VSSライタ対応のアプリケーションで制御されるファイルやコン

ポーネントのバックアップおよびリストア時に考慮すべきガイドラインやその他の情報

について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft Exchange ライタ 78

Microsoft Hyper-V VSS Writer 86

Windows System State Writer コンポーネント 92

MSDE ライタ 93

SQL Server Writer 98

Oracle VSS Server Writer 106

サポートされるその他のライタ 112
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Microsoft Exchange ライタ

このセクションでは、VSSを使用してMicrosoft Exchange Server 2003をバックアップお

よびリストアする際の注意事項について説明します。リストアと回復の詳細につい

ては、Microsoft Exchange Server 2003のマニュアルを参照するか、Microsoftに直

接お問い合わせください。

注：Microsoft Exchange Writer では、Microsoft Exchange Server 2007以降の重

要な機能の一部をサポートできません。これらの機能は、Exchange Agentのみが

保護できます。Microsoft Exchange Writer は、Exchange Agentのインストールの有

無にかかわらず、バックアップマネージャには表示されません。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

一般的なガイドライン

転送不可能な VSSバックアップおよびリストア - Microsoft Exchange ライタ

転送可能な VSSバックアップおよびリストア - Microsoft Exchange ライタ

Microsoft Exchange ライタを使用した転送可能 VSSバックアップのリストア

Microsoft Exchange ライタを使用した転送可能 VSSバックアップのリストア
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一般的なガイドライン

以下は、Microsoft Exchange データベースに関わるバックアップおよびリストア操作

の一般的なガイドラインです。

VSSを使用してバックアップされたMicrosoft Exchange データベースは、VSSと
Microsoft Exchange ライタを使用してリストアする必要があります。

バックアップジョブを開始する前に、すべてのストレージ グループがオンラインに

なっていることを確認します。

Microsoft Exchange Server 2003をすべてのログファイルにアクセス可能にし

て、データベースをオンラインに戻すには、ストレージ グループのデータベース 1
つのみをリストアする場合であっても、リストアジョブ開始前に、同じストレージ

グループのすべてのデータベースをマウント解除する必要があります。データのリ

ストアが完了したら、データベースをマウントし、ストレージ グループをオンライン

に戻すことができます。

Arcserve BackupはVSSと共に機能して、バックアップされたデータのみをリストア

します。整合性のとれた状態でデータベースを完全に回復するには、

Exchange 固有の手順を実行してログを回復する必要があります。
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転送不可能な VSSバックアップおよびリストア -
Microsoft Exchange ライタ

転送不可能な Microsoft Exchange ライタセッションは、他のライタセッションと同じ

方法でリストアできます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の説明

については、「リストア方式」を参照してください。

転送不可能な Microsoft Exchange ライタバックアップ操作では、すべてのデータが

単一セッションにあるので、バックアップ操作中にライタ全体を選択すると、リストア

対象にライタ全体を選択することができます。

Agent for Open Filesを使用する場合、バックアップ対象にMicrosoft Exchange ラ

イタを選択すると、すべてのデータはバックアップメディアの単一のセッションに書き

込まれます。Microsoft Exchange ライタ全体をリストアするには、そのセッションだけ

を選択するとすべてのデータがリストアされます。ストレージ グループが複数ある場

合は、そのストレージ グループのすべてのデータが 1つのセッションで処理されま

す。
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転送可能な VSSバックアップおよびリストア - Microsoft
Exchange ライタ

Microsoft Exchange ライタの転送可能な VSSバックアップは、セッション単位でのみ

リストアできます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の詳細について

は、「リストア方式」を参照してください。

HDVSSバックアップに該当する以下の動作に注意してください。

Exchange 2007、2010、および 2013 ライタは、ハードウェアプロバイダがエージェ

ント マシンにインストールされている場合にのみ表示されます。

Exchange 2007、2010、および 2013 ライタのバックアップは、トランスポータブル

スナップショットのバックアップのみをサポートしています。それ以外のバックアップ

は失敗します。

転送可能な VSSバックアップはマルチストリーミングジョブとして実行され、

Microsoft Exchange ライタでは各ストレージ グループは別のセッションにバック

アップされるため、Microsoft Exchange ライタ全体をリストアするには、各スト

レージ グループセッションを個別にリストアする必要があります。1つのセッション

は1つのストレージ グループです。
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Microsoft Exchange ライタを使用した転送可能 VSS
バックアップのリストア

Microsoft Exchange ライタの転送可能な VSS バックアップのリストア方法

1. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類として［セッション単位］を選択

します。

ライタバックアップは個別のセッションとして表示されます。セッションに含まれるコン

ポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横にある緑のアイコンをクリックし

ます。個々のコンポーネントをリストアするには、セッションを展開し、コンポーネント

名をクリックします。

注：すべてのコンポーネントが個別にリストアできるわけではありません。コンポーネ

ントを個別にリストアできるかどうかは、ライタによって判断されます。SQL Server イ
ンスタンスが停止しているときは、リストアジョブが成功した場合でも、カスタム

データベースの1つだけをリストアすることはサポートされていません。

2. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、ファイルをリストアするデスティネー

ションを選択します。以下のいずれかを選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトで、ファイルを元の場所にリストアします。ファイルを別の場所にリストアす

る場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイルの一覧が表示され、特定のデス

ティネーションを選択できます。リストア場所の詳細については、「リストアの場所」

を参照してください。
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3. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアに適したオプションを選択しま

す。

4. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストア操作を開始します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：リストアジョブを開始する前に、すべてのストレージ グループがオフラインに

なっていることを確認します。

5. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。［OK］をクリックします。

選択したスクリプトがジョブキューに追加されます。リストアジョブの進行状況を監

視するには、ジョブステータスマネージャを使用します。

第6章:アプリケーション固有のガイドライン 83



Microsoft Exchange ライタ

Microsoft Exchange ライタを使用した転送可能 VSS
バックアップのリストア

以下の図の例は、Arcserve Backupを使用して VSSバックアップを行う際の一連の

手順を示しています。

HDVSSバックアップに該当する以下の動作に注意してください。

ライタ全体をバックアップする場合、リストアビューでコンポーネント レベルのオブ

ジェクトを指定してリストアすることはできません。ただし、ライタ全体をリストア

する際は、サブコンポーネントがすべてリストアされます。この動作が発生する

のを防ぐには、ライタ全体の代わりに個別のライタコンポーネントをバックアップ

します。

Exchange 2007、2010、および 2013 ライタは、ハードウェアプロバイダがエージェ

ント マシンにインストールされている場合にのみ表示されます。

Exchange 2007、2010、および 2013 ライタのバックアップは、トランスポータブル

スナップショットのみをサポートしています( 転送不能なバックアップの場合は失

敗します) 。

以下の手順に従います。

1. eseutil.exe、exchmem.dll、ese.dll の最新バージョンを、バックアップサーバ上の以

下のディレクトリにコピーします。

C:\Program Files (x86)\CA\Arcserve Backup\COM64

注：Exchange ユーティリティは、Agent for Microsoft Exchange がインストールされて

いるサーバ上の以下のディレクトリ内にあります。

C:\Program Files\Exchange Server\V14\Bin

2. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類として［セッション単位］を選択

します。

ライタバックアップは個別のセッションとして表示されます。セッションに含まれるコン

ポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横にある緑のアイコンをクリックし

ます。個々のコンポーネントをリストアするには、セッションを展開し、コンポーネント

名をクリックします。
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3. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、ファイルをリストアするデスティネー

ションを選択します。以下のいずれかを選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトで、ファイルを元の場所にリストアします。ファイルを別の場所にリストアす

る場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイルの一覧が表示され、特定のデス

ティネーションを選択できます。リストア場所の詳細については、「リストアの場所」

を参照してください。

4. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアに適したオプションを選択しま

す。

5. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストア操作を開始します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：リストアジョブを開始する前に、すべてのストレージ グループがオフラインに

なっていることを確認します。

6. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

7. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。［OK］をクリックします。選択した

スクリプトがジョブキューに追加されます。リストアジョブの進行状況を監視するに

は、ジョブステータスマネージャを使用します。

8. リストアジョブをサブミットする前に、Exchange ユーティリティをバックアップサーバ上

のエージェント フォルダにコピーします。これにより、ジョブが完了した後、整合性

確認を実行することができます。
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Microsoft Hyper-V VSS Writer

Arcserve Backupによって、Arcserve VSS ( Volume Shadow Copy Service、ボリューム

シャドウコピーサービス) エージェントを使用して Hyper-V VM を保護できます。

エージェントは、Agent for Virtual Machinesをインストールしなくても、ボリューム

シャドウコピーサービス技術を使用して、VSSライタでMicrosoft Hyper-Vデータを

保護するために設計されています。Microsoft Hyper-V VSS Writer を使った Hyper-
V仮想マシンの保護についての詳細は、「管理者ガイド」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

転送可能な VSSバックアップおよびリストア - Microsoft Hyper-V VSSライタ

Microsoft Hyper-V VSSライタを使用した転送可能 VSSバックアップのリストア

Microsoft Hyper-V VSSライタを使用した初期ストアのバックアップ

クラスタ環境のWindows Server 2012上でのMicrosoft Hyper-V VSS Writer
の使用
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転送可能な VSSバックアップおよびリストア - Microsoft
Hyper-V VSSライタ

Microsoft Hyper-Vライタの転送可能なVSSバックアップは、セッション単位でのみリス

トアできます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の説明については、

「リストア方式」を参照してください。

転送可能な VSSバックアップはマルチストリーミングジョブとして実行され、

Microsoft Hyper-V VSSライタでは各ストレージ グループは別のセッションにバックアッ

プされるため、Microsoft Hyper-V ライタ全体をリストアするには、各ストレージ グ

ループセッションを個別にリストアする必要があります。1つのセッションは1つのスト

レージ グループです。
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Microsoft Hyper-V VSSライタを使用した転送可能

VSSバックアップのリストア

以下の図の例は、Arcserve Backupを使用して VSSバックアップを行う際の一連の

手順を示しています。

以下の手順に従います。

1. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類として［セッション単位］を選択

します。

Microsoft Hyper-Vバックアップは個別のセッションとして表示されます。セッションに

含まれるコンポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横にある緑のアイ

コンをクリックします。個々のコンポーネントをリストアするには、セッションを展開し、

コンポーネント名を選択します。

2. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、ファイルをリストアするデスティネー

ションを選択します。以下のいずれかの方法を選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトで、ファイルを元の場所にリストアします。ファイルを別の場所にリストアす

る場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイルの一覧が表示され、特定のデス

ティネーションを選択できます。リストア場所の詳細については、「リストアの場所」

を参照してください。

3. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアに適したオプションを選択しま

す。

4. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストア操作を開始します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：リストアジョブを開始する前に、すべてのストレージ グループがオフラインに

なっていることを確認します。

5. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。［OK］をクリックします。選択した
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スクリプトがジョブキューに追加されます。リストアジョブの進行状況を監視するに

は、ジョブステータスマネージャを使用します。

注：Arcserve Backupは、Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2012上

でトランスポータブルスナップショットを使用して、CSV ( クラスタ共有ボリューム) で
作成された仮想マシンをバックアップすることができます。
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Microsoft Hyper-V VSSライタを使用した初期ストアの

バックアップ

初期ストアは Hyper-Vの個別のコンポーネントで、デフォルトではシステムドライブ

に保存されます。このコンポーネントはいかなる特定のVM マシンにも属さず、デ

フォルトではシャドウコピー作成用にシステムボリュームにミラーイメージ LUNを割

り当てないため、エクスポート用にシステムボリュームのVSSスナップショットを作成

することができません。そのため、通常のVSSバックアップを使用して初期ストアコ

ンポーネントをバックアップする必要があります。

Hyper-V VSSライタを使用して VM をバックアップする必要がある場合は、トランス

ポータブルスナップショット オプションを使用してそのVM のファイルを含むすべての

ボリュームをバックアップし、通常のVSSバックアップオプションを使用して初期スト

アコンポーネントをバックアップしていることを確認してください。転送可能な VSS
バックアップの詳細については、「転送可能な VSSバックアップの作成」を参照して

ください。バックアップするコンポーネントを選択するには、「ライタバックアップの実

行」を参照してください。
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クラスタ環境のWindows Server 2012上での

Microsoft Hyper-V VSS Writer の使用

クラスタ環境のWindows Server 2012上の物理ノードまたは仮想ノードに対して

Microsoft Hyper-V VSS Writer を使用する場合、考慮するべき 4つのシナリオがあ

ります。

物理ノード：

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが非 CSVボリュームをストレージとして取

得する場合、ノードは非クラスタ環境の場合と同じ動作をします。

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが CSVボリュームをストレージとして取得

する場合、データは表示され、ノードがアプリケーションデータを所有してい

る場合にデータをバックアップできます。たとえば、N1 ( クラスタのノード 1) が
SQL Server をインストールし、データベースファイルを CSV ファイルとして保存

するとします。SQL Server のデータは表示され、SQL Server Writer からのデー

タを N1からバックアップできます。

仮想ノード：

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが CSVボリュームをストレージとして取得

する場合、データは表示され、ノードがアプリケーションデータを所有してい

る場合にデータをバックアップできます。たとえば、2つの物理ノード N1 とN2
があるとします。N1はアクティブノードで VM V1を所有し、V1は表示されて

仮想ノードからバックアップできます。しかし、N2が VM V1を所有する場合

は V1は表示されず、仮想ノードからバックアップすることはできません。

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが非 CSVボリュームをストレージとして取

得する場合、データは表示されず、バックアップできません。
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Windows System State Writer コンポーネント

Microsoft Windows System State Writer は、以下のライタコンポーネントから構成

されます。

System Writer

Registry Writer

COM+ クラス登録データベースライタ

NTDSライタ

FSRM ( File Server Resource Manager) Writer

Certificate Authority Writer

Cluster Service Writer

IIS Metabase Writer

Microsoft Writer ( ブート可能状態 )

IIS Configuration Writer

注：このライタはWindows Server 2008でのみ利用可能です。

DFS Replication Service Writer

Remote Desktop Services ( Terminal Services) Licensing VSS Writer
( TermServLicensing)

注：このライタはWindows Server 2008 r2でのみ利用可能です。

Remote Desktop Services ( Terminal Services) Gateway VSS Writer

注：このライタはWindows Server 2008 r2でのみ利用可能です。

Performance Counters Writer

注：このライタはWindows Server 2008 r2でのみ利用可能です。

Task Scheduler Writer

注：このライタはWindows Server 2008 r2でのみ利用可能です。

VSS Metadata Store Writer

注：このライタはWindows Server 2008 r2でのみ利用可能です。
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MSDE ライタ

このセクションでは、VSSを使用してMicrosoft SQL 2000をバックアップおよびリストア

する際の注意事項について説明します。リストアと回復の詳細については、

Microsoft SQL 2000のマニュアルを参照するか、Microsoftに直接お問い合わせく

ださい。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

一般的なガイドライン

転送不可能な VSSバックアップおよびリストア - MSDE ライタ

転送可能な VSSバックアップおよびリストア - MSDE ライタ

MSDE ライタを使用した転送可能な VSSバックアップのリストア
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一般的なガイドライン

Microsoft SQL データベースに関連するバックアップおよびリストア操作の一般的な

ガイドラインについて以下で説明します。

VSSを使用してバックアップされたMicrosoft SQL データベースは、VSSとMSDE
ライタを使用してリストアする必要があります。

リストアジョブを開始する前に、すべてのデータベースがオフラインになっている

か、または切断されていなければなりません。
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転送不可能な VSSバックアップおよびリストア - MSDE
ライタ

転送不可能な MSDE ライタセッションは、他のライタセッションと同じ方法でリスト

アできます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の説明については、

「リストア方式」を参照してください。

転送不可能な MSDE ライタバックアップでは、すべてのデータが単一セッションにあ

るので、バックアップ操作中にライタ全体を選択すると、リストア対象にライタ全体

を選択することができます。

Agent for Open Filesを使用する場合、バックアップ対象にMSDE ライタを選択す

ると、すべてのデータはバックアップメディアの単一のセッションに書き込まれます。

MSDE ライタ全体をリストアするには、そのセッションのみを選択してすべてのデータ

をリストアします。データベースが複数ある場合は、そのデータベースのすべてのデー

タが 1つのセッションで処理されます。
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転送可能な VSSバックアップおよびリストア - MSDE ライ

タ

MSDE ライタの転送可能なVSSバックアップは、セッション単位でのみリストアできま

す。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の詳細については、「リストア

方式」を参照してください。

転送可能な VSSバックアップはマルチストリーミングジョブとして実行され、MSDE
ライタでは各データベースは別のセッションにバックアップされるため、MSDE ライタ全

体をリストアするには、各データベースセッションを個別にリストアする必要がありま

す。1つのセッションは 1つのデータベースです。
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MSDE ライタを使用した転送可能な VSSバックアップの

リストア

MSDE ライタの転送可能な VSS バックアップのリストア方法

1. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類として［セッション単位］を選択

します。

ライタバックアップは個別のセッションとして表示されます。セッションに含まれるコン

ポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横にあるアイコンをクリックしま

す。個々のコンポーネントをリストアするには、セッションを展開し、コンポーネント名

をクリックします。

注：すべてのコンポーネントが個別にリストアできるわけではありません。コンポーネ

ントを個別にリストアできるかどうかは、ライタによって判断されます。SQL Server イ
ンスタンスが停止しているときは、リストアジョブが成功した場合でも、カスタム

データベースの1つだけをリストアすることはサポートされていません。

2. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、ファイルをリストアするデスティネー

ションを選択します。以下のいずれかを選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトで、ファイルを元の場所にリストアします。ファイルを別の場所にリストアす

る場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイルの一覧が表示され、特定のデス

ティネーションを選択できます。リストア場所の詳細については、「リストアの場所」

を参照してください。

3. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアに適したオプションを選択しま

す。

4. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストア操作を開始します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：リストアジョブを開始する前に、すべてのデータベースがオフラインまたは切

断された状態になっていることを確認します。

5. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。［OK］をクリックします。

選択したスクリプトがジョブキューに追加されます。リストアジョブの進行状況を監

視するには、ジョブステータスマネージャを使用します。
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SQL Server Writer

このセクションでは、VSSを使用してMicrosoft SQL 2005をバックアップおよびリストア

する際の注意事項について説明します。リストアと回復の詳細については、

Microsoft SQL 2005のマニュアルを参照するか、Microsoftに直接お問い合わせく

ださい。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

SQL 2005の一般的なガイドライン

転送不可能な VSSバックアップおよびリストア SQL Server 2005

転送可能な VSSバックアップおよびリストア SQL Server 2005

転送可能な VSSバックアップ SQL Server 2005のリストア

クラスタ環境のWindows Server 2012上でのMicrosoft SQL Server Writer の使用

AlwaysOn可用性グループ環境のWindows Server 2012でのMicrosoft SQL
Server ライタの使用
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SQL 2005の一般的なガイドライン

Microsoft SQL 2005データベースに関連するバックアップおよびリストア操作の一般

的なガイドラインについて以下で説明します。

VSSを使用してバックアップされたMicrosoft SQL データベースは、VSSライタと

SQL Server Writer を使用してリストアする必要があります。

リストアジョブを開始する前に、すべてのデータベースがオフラインになっている

か、または切断されていなければなりません。
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転送不可能な VSSバックアップおよびリストア SQL
Server 2005

転送不可能な SQL Server 2005 Writer セッションは、他のライタセッションと同じ

方法でリストアできます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の説明

については、「リストア方式」を参照してください。

転送不可能な SQL Server 2005 Writer バックアップでは、すべてのデータが単一

セッションにあるので、バックアップ操作中にライタ全体を選択すると、リストア対象

にライタ全体を選択することができます。

Agent for Open Filesを使用すると、バックアップ対象に SQL Server 2005 Writer を
選択した場合、バックアップメディア上の単一のセッションにすべてのデータが書き

込まれます。SQL Server 2005 Writer 全体をリストアするには、そのセッションだけを

選択するとすべてのデータがリストアされます。データベースが複数ある場合は、そ

のデータベースのすべてのデータが 1つのセッションで処理されます。
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転送可能な VSSバックアップおよびリストア SQL Server
2005

SQL Server ライタの転送可能なVSSバックアップは、セッション単位でのみリストアで

きます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の詳細については、「リス

トア方式」を参照してください。

転送可能な VSSバックアップはマルチストリーミングジョブとして実行され、SQL
Server Writer では各データベースは別のセッションにバックアップされるため、SQL
Server Writer 全体をリストアするには、各データベースセッションを個別にリストア

する必要があります。1つのセッションは 1つのデータベースです。

注：SQL Server Writer では差分バックアップがサポートされ、差分および増分バッ

クアップ機能は、現時点ではサポートされていません。
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転送可能な VSSバックアップ SQL Server 2005のリスト

ア

SQL Server Writer の転送可能な VSS バックアップをリストアする方法

1. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類として［セッション単位］を選択

します。

ライタバックアップは個別のセッションとして表示されます。セッションに含まれるコン

ポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横にあるアイコンをクリックしま

す。個々のコンポーネントをリストアするには、セッションを展開し、コンポーネント名

をクリックします。

注：すべてのコンポーネントが個別にリストアできるわけではありません。コンポーネ

ントを個別にリストアできるかどうかは、ライタによって判断されます。SQL Server イ
ンスタンスが停止しているときは、リストアジョブが成功した場合でも、カスタム

データベースの1つだけをリストアすることはサポートされていません。

2. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、ファイルをリストアするデスティネー

ションを選択します。以下のいずれかを選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトで、ファイルを元の場所にリストアします。ファイルを別の場所にリストアす

る場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイルの一覧が表示され、特定のデス

ティネーションを選択できます。リストア場所の詳細については、「リストアの場所」

を参照してください。

3. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアに適したオプションを選択しま

す。

4. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストア操作を開始します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：リストアジョブを開始する前に、すべてのデータベースがオフラインまたは切

断された状態になっていることを確認します。

5. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。

7. ［OK］をクリックします。

選択したスクリプトがジョブキューに追加されます。
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8. リストアジョブの進行状況を監視するには、ジョブステータスマネージャを使用し

ます。
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クラスタ環境のWindows Server 2012上での

Microsoft SQL Server Writer の使用

クラスタ環境のWindows Server 2012上の物理ノードまたは仮想ノードに対して

Microsoft SQL Server Writer を使用する場合、考慮するべき 4つのシナリオがあり

ます。

物理ノード：

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが非 CSVボリュームをストレージとして取

得する場合、ノードは非クラスタ環境の場合と同じ動作をします。

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが CSVボリュームをストレージとして取得

する場合、データは表示され、ノードがアプリケーションデータを所有してい

る場合にデータをバックアップできます。たとえば、N1 ( クラスタのノード 1) が
SQL Server をインストールし、データベースファイルを CSV ファイルとして保存

するとします。SQL Server のデータは表示され、SQL Server Writer からのデー

タを N1からバックアップできます。

仮想ノード：

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが CSVボリュームをストレージとして取得

する場合、データは表示され、ノードがアプリケーションデータを所有してい

る場合にデータをバックアップできます。たとえば、2つの物理ノード N1 とN2
があるとします。N1はアクティブノードで VM V1を所有し、V1は表示されて

仮想ノードからバックアップできます。しかし、N2が VM V1を所有する場合

は V1は表示されず、仮想ノードからバックアップすることはできません。

Hyper-Vまたは SQL Server のデータが非 CSVボリュームをストレージとして取

得する場合、データは表示されず、バックアップできません。
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AlwaysOn 可用性グループ環境のWindows Server
2012でのMicrosoft SQL Server ライタの使用

AlwaysOn可用性グループ( SQL Server) 環境において、Windows Server 2012上

で物理 /仮想ノードに対してMicrosoft SQL Server ライタを使用する場合は、以

下のシナリオを考慮します。

アクティブな物理ノード：

SQL Server インスタンスのデータが AlwaysOn可用性グループとして設定され

ている場合、ノードは非クラスタ環境のノードと同じ動作に従います。

SQL Server のデータは表示されます。SQL Server ライタのデータは、アクティブ

ノードからバックアップできます。

パッシブな物理ノード：

SQL Server インスタンスのデータが AlwaysOn可用性グループとして設定されている

場合、SQL インスタンスは表示されるようになります。ただし、インスタンスをバック

アップすることはできません。必要な場合は、AlwaysOn可用性グループとして設

定されていない SQL Server インスタンスのみをバックアップできます。

仮想ノード：

SQL Server インスタンスのデータが AlwaysOn可用性グループとして設定されている

場合、SQL Server インスタンスは表示されるようになります。ただし、インスタンスを

バックアップすることはできません。
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Oracle VSS Server Writer

このセクションでは、VSSを使用して Oracle 11g VSS Writer をバックアップおよびリス

トアする際の注意事項について説明します。リストアとリカバリの完全な情報につ

いては、「Arcserve Backup for Windows Agent for Oracle ユーザガイド」を参照する

か、または直接 Oracle にお問い合わせください。

注：VSS Writer では、Oracle 11g のバックアップおよびリストアのみをサポートしてい

ます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Oracle 11g の一般的なガイドライン

転送不可能な VSSバックアップおよびリストア - Oracle VSS Writer

Oracle VSS Writer を使用した転送可能 VSSバックアップのリストア

トラブルシューティング - 重複する名前を持つ表領域が含まれるデータベースの

バックアップ時にジョブが失敗する
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Oracle 11gの一般的なガイドライン

Oracle 11g データベースに関するバックアップおよびリストア操作の一般的なガイド

ラインについて説明します。

VSSを使用してバックアップされた Oracle 11g データベースは、VSS Writer と
Oracle Server Writer を使用してリストアする必要があります。

Oracle VSS Writer は、ARCHIVELOGモードとNOARCHIVELOGモードの両方を

サポートしています。

注：NOARCHIVELOGモードを使用するには、データベースは整合性のとれた状態

にある必要があります。詳細については、使用している Oracle のマニュアルを参

照してください。
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転送不可能な VSSバックアップおよびリストア - Oracle
VSS Writer

転送不可能な Oracle VSS Writer セッションは、他のライタセッションと同じ方法で

リストアできます。リストアマネージャで使用可能なリストアの種類の説明について

は、「リストア方式」を参照してください。

転送不可能な Oracle VSS Writer バックアップでは、すべてのデータが単一セッショ

ンにあるので、バックアップ操作中にライタ全体を選択すると、リストア対象にライタ

全体を選択することができます。

Agent for Open Filesを使用する場合、バックアップ対象にOracle VSS Writer を選

択すると、すべてのデータはバックアップメディアの単一のセッションに書き込まれま

す。Oracle VSS Writer 全体をリストアするには、そのセッションだけを選択してすべ

てのデータをリストアします。データベースが複数ある場合は、そのデータベースのす

べてのデータが 1つのセッションで処理されます。
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Oracle VSS Writer を使用した転送可能 VSSバックアッ

プのリストア

以下の図の例は、Arcserve Backupを使用して VSSバックアップを行う際の一連の

手順を示しています。

注：HDVSSバックアップに該当する以下の動作に注意してください。ライタ全体を

バックアップする場合、リストアビューでコンポーネント レベルのオブジェクトを指定し

てリストアすることはできません。ただし、ライタ全体をリストアする際は、サブコン

ポーネントがすべてリストアされます。この動作が発生するのを防ぐには、ライタ全

体の代わりに個別のライタコンポーネントをバックアップします。

以下の手順に従います。

1. リストアマネージャの［ソース］タブで、リストアの種類として［セッション単位］を選択

します。

Oracle VSSバックアップは個別のセッションとして表示されます。セッションに含まれ

るコンポーネントすべてをリストアするには、セッション名の横にあるアイコンをクリック

します。個々のコンポーネントをリストアするには、セッションを展開し、コンポーネン

ト名をクリックします。

注：すべてのコンポーネントが個別にリストアできるわけではありません。コンポーネ

ントを個別にリストアできるかどうかは、ライタによって判断されます。

2. リストアマネージャの［デスティネーション］タブで、ファイルをリストアするデスティネー

ションを選択します。以下のいずれかを選択します。

ファイルを元の場所にリストア

任意のドライブまたはディレクトリにリストア( 別の場所 )

デフォルトで、ファイルを元の場所にリストアします。ファイルを別の場所にリストアす

る場合、コンピュータ、ディレクトリ、およびファイルの一覧が表示され、特定のデス

ティネーションを選択できます。リストアの場所の詳細については、「リストアの場

所」を参照してください。

3. リストアマネージャの［スケジュール］タブで、リストアに適したオプションを選択しま

す。

4. リストアマネージャで［サブミット］ボタンをクリックして、リストア操作を開始します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

重要：リストアジョブを開始する前に、すべてのデータベースがオフラインまたは切

断された状態になっていることを確認します。

5. ［セキュリティ］ダイアログボックスで、実稼動サーバの認証情報を入力して［OK］
をクリックします。
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［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでは、［即実行］または［実行日時指定］を

選択して特定の日時を指定することができます。

7. ［OK］をクリックします。

選択したスクリプトがジョブキューに追加されます。

8. リストアジョブの進行状況を監視するには、ジョブステータスマネージャを使用し

ます。
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トラブルシューティング -重複する名前を持つ表領域

が含まれるデータベースのバックアップ時にジョブが失敗

する

Windowsプラットフォームで有効

現象

ソースデータとして Oracle データベースを含み、Oracle VSSライタを使用して実行

するバックアップジョブが失敗します。このOracle データベースには、大文字と小

文字の区別のみが異なる重複する名前を持つ表領域が含まれます。例：

SQL> select tablespace_name from dba_tablespaces;

tablespace_name

TABLESPACE_NAME

以下のArcserve Backup製品がソースコンピュータにインストールされています。

Client Agent for Windows

Agent for Open Files

ジョブをサブミットした後、ジョブは失敗し、Arcserve Backupによってアクティビティロ

グに以下のエラーメッセージが生成されます。

E12606選択済みのライタオプションを取得できません。

E12586このVSSライタ( \\<host_name>\Oracle VSSWriter - ORCL )は、フリーズイベン

トでの失敗をレポートしました。

解決策

この症状は、通常の動作です。重複した表領域名が原因で、データベースのス

ナップショット作成処理で Oracle VSSライタが失敗します。Oracle では表領域名

で大文字と小文字が区別されますが、バックアップでは、大文字と小文字が区

別されるだけの同一の名前である場合、バックアップは失敗します。

この問題を解決するには、特定のOracle データベース内にあるすべての表領域

名を変更します。例：

SQL> select tablespace_name from dba_tablespaces;

tablespace_name

TABLESPACE_NAME1
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サポートされるその他のライタ

Arcserve Backupでは、以下のライタを使用してデータを保護することもできます。

WMI ライタ

WINS ( Windows Internet Name Service) Writer

NPS ( Network Policy Server) VSS Writer

ADAM ( Active Directory Application Mode) Writer

DHCP ( Dynamic Host Configuration Protocol) Writer

BITS ( Background Intelligent Transfer Service) Writer
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このセクションには、以下のトピックが含まれます。

シャドウコピー 114

リクエスタ 114

ライタ 114

コンポーネント 114

ボリュームシャドウコピーサービス 114
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シャドウコピー

シャドウコピーは、ボリュームのファイルシステムのフリーズされた読み取り専用のコ

ピーで、コピー元のボリュームとは別のボリュームに置かれることがあります。シャドウ

コピーボリュームは元のデータと同じサーバにあってもかまいませんが、その場合も

別の共有ポイントかマウント ポイント、またはネットワークに接続された別のボリュー

ムに置かれます。

リクエスタ

リクエスタは、ボリュームシャドウコピーの取得をリクエストするバックアップソフトウェ

アなどのソフトウェアアプリケーションです。

ライタ

ライタは、VSSと連動するアプリケーションまたはサービスの一部であり、シャドウコ

ピーバックアップの実行がリクエストされると、アプリケーションのデータを整合性のと

れた状態にします。

コンポーネント

コンポーネントは、バックアップの対象となるファイルまたはフォルダのグループであり、

ライタの制御下でアプリケーションまたはサービスによって管理されます。

ボリュームシャドウコピーサービス

ボリュームシャドウコピーサービスは、1つ以上のボリュームの一貫したシャドウコ

ピーを作成するために各種のコンポーネントを調整するサービスです。
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